
【目的】

解剖学的下顎頭の立体的な運動を多点解析する

ために，顎運動測定と同じ座位で撮影可能な歯科

用 CTと６自由度顎運動測定装置の座標系を統一

するシステムを考案することを本研究の目的とし

た．さらに正常咬合症例および顎偏位症例に臨床

応用を行った．

【方法】

下顎運動測定には，非接触型の光位置測定方式

６自由度顎運動測定装置（MM−J２�：松風社製）

を用い，皮膚上のフランクフルト平面上に，耳珠

後縁から１３mm前方の点を含む，一辺２０mmの

正三角形の３カ所の頂点に鉛を貼付し，３点で決

まる座標系を顎運動座標系とした．CT撮影は，

本学歯学部付属病院所蔵の小照射野歯科用 CT装

置３D Accuitomoタイプ F１７�（モリタ社製）を

用いて，下顎運動測定に用いた３点の鉛を貼付し

た状態で CT撮影を行った（９０kV，５．０mA，

voxel size０．２５mm）．これら３点の鉛を指標と

して顎運動座標系と CT座標系の座標変換式を作

成し，顎運動座標系と CT座標系の座標統一を行

い，正常咬合症例と顎偏位症例の側方滑走運動時

の作業側下顎頭の解剖学的下顎頭運動の多点解析

に応用した．

座標系統一の再現性の精度には，顎運動測定系

および CT座標系の基準点の再現性の精度が影響

するため，それぞれの座標系で鉛の３点の基準点

の入力を５回行い，座標系の原点の XYZ方向へ

の距離と XYZ軸の回転角の標準偏差を算出し，

再現性を検討した．

【結果および考察】

顎運動測定系の基準点の再現性は，標準偏差が

最大０．１６２mmと０．０７４度を示し，CT座標系の基

準点の再現性は，標準偏差が最大０．０６８mmと

０．００７度を示した．以上より，基準点入力の誤差

による解剖学的下顎頭運動の多点解析への影響は

小さく，精度の高い顎運動と CTの座標変換が行

われていると推察された．

正常咬合症例の下顎骨側方滑走運動解析への応

用では，作業側下顎頭は，解剖学的下顎頭運動の

多点解析から後方および外方への移動距離が内側

極で一番小さく，外側極で一番大きい値を示した

ことから内側極の内方に中心を持つ回転運動を

行っていることが示された．すなわち，正常咬合

症例では，下顎骨の側方滑走運動時に作業側犬歯

で誘導して，切歯点が前下外方へ移動しながら，
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非作業側下顎頭は前下内方へ滑走を示し，作業側

下顎頭は内側極の内側を中心として後外方へ回転

運動を示した．

一方，顎偏位症例の下顎骨偏位側への側方滑走

運動解析への応用では，作業側下顎頭は外側への

移動距離が内側極，中央点，外側極とほぼ同じ長

さを示し，外方への滑走運動が示唆された．すな

わち，顎偏位症例では下顎骨作業側側方滑走運動

時に作業側小臼歯と大臼歯で誘導して，切歯点が

前下外方へ移動しながら，非作業側下顎頭は前下

内方へ滑走を示し，作業側下顎頭は外方へ滑走を

示した．

下顎頭の回転運動を検討する場合，下顎頭の標

点の取り方で得られる解析結果が大きく異なって

くる．本研究で示した座位で撮影可能な照視野の

小さい歯科用 CTと６自由度顎運動測定装置の座

標系を統一することにより，従来困難であった回

転運動を主体とした側方滑走運動時の作業側下顎

頭運動解析を解剖学的下顎頭運動の多点解析を用

いて定量的に詳細に解析できることが示された．
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